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 令和５年度森林整備林道事業 林道橋定期点検業務委託  

表－１に示す設計図書は、佐野市業務委託契約書第１条第１項に定める設計図書である。 

表－１ 設計図書内訳 

表 紙 設 計 書 位 置 図 委託費内訳表 特 記 仕 様 書 図 面 
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参考資料  

表－２に示す参考資料は、佐野市業務委託契約書第１条第１項に定める設計図書ではない。 

表－２ 参考資料内訳 

数 量 計 算 書 その他  

Ｐ３１ －  

 

課 長 係 長 検算者 担当者 



～ (

林道橋定期点検（２回目） 橋

定期点検（点検・診断、報告書作成）

打合せ協議（着手時、中間2回、納品時）

39

1

1 式

工
事
の
種
別
お
よ
び
概
要

部　長 課　長 係　長

日間)

検算者 設計者市　　長 副市長

　　月　　日工　　期 12月8日令和5年度

作成
　　　　令和5年6月

令和５年度森林整備林道事業　林道橋定期点検業務委託

設
計
理
由

設計者名

設 計 書

佐野市 飛駒町外

工事名

工事場所

式

佐　　　野　　　市



14

対象林道位置図

（R5林道橋定期点検業務委託）

作原沢入線

長谷場閑馬線

近沢線

黒沢西線

黒沢東線

小戸線

大釜線

細尾沢線

松坂線

毛野坂線

西沢線
林道近沢線外（全11路線）
川倉橋外（全39箇所、総延長L=496.4ｍ）

Ｎ

田沼行政センター

（農山村振興課）



頁0-0001

費目・工種・施工名称など 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

＊＊設計業務＊＊ X4000

調査業務 YS1041

   １式

林道橋梁点検業務 YS20418

   １式

計画準備 YS3041801

   １式

計画準備 YS404180101

   １式

業務計画書作成 S2828 0

内業          1    業務 施工　第0-0001号内訳表

現地踏査 S2828 0

外業、内業         39     橋 施工　第0-0002号内訳表

関係機関協議書の作成 S2828 0

外業、内業          4    機関 施工　第0-0003号内訳表

定期点検 YS3041802

   １式

05-******00004-40       佐野市

数量総括表（設計書）



頁0-0002

費目・工種・施工名称など 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

定期点検 YS404180201

   １式

現地点検 S2828 0

予防保全型

外業     日 施工　第0-0004号内訳表

現地点検 S2828 0

一般管理型

外業     日 施工　第0-0005号内訳表

現地点検 G0200

一般管理型

地上ポールカメラ

外業     日 科目　第0001号内訳表

定期点検調査帳票の作成 S2828 0

予防保全型

内業     日 施工　第0-0006号内訳表

定期点検調査帳票の作成 S2828 0

一般管理型

内業     日 施工　第0-0007号内訳表

健全性の評価 S2828 0

内業         39     橋 施工　第0-0008号内訳表

耐震性現況調査 S2828 0

机上調査、現地調査、調査結果取りまとめ

39橋

外業内業          1     式 施工　第0-0009号内訳表

報告書作成 YS3041803

   １式

05-******00004-40       佐野市

数量総括表（設計書）



頁0-0003

費目・工種・施工名称など 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

報告書作成 YS404180301

   １式

報告書作成 S2828 0

内業     日 施工　第0-0010号内訳表

打合せ協議 YS3041804

   １式

業務着手時／中間時／成果品納入時打合せ YS404180401

   １式

打合わせ協議 S2828 0

着手・中間（2回）・納入

         1    業務 施工　第0-0011号内訳表

＊＊直接人件費＊＊

＊＊旅費交通費＊＊ Z0006

   １式

ライトバン運転　Ｌ＝16.8㎞×2（往復） G0001

現地踏査

    日 科目　第0002号内訳表

ライトバン運転　Ｌ＝16.8㎞×2（往復） G0001

現地点検

    日 科目　第0002号内訳表

05-******00004-40       佐野市

数量総括表（設計書）



頁0-0004

費目・工種・施工名称など 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

ライトバン運転　Ｌ＝7.6㎞×2（往復） G0002

関係機関

    日 科目　第0003号内訳表

＊＊特許使用料その他＊＊ Z0013

   １式

橋梁点検車運転 G0003

作業高６ｍ積載質量２００㎏

    日 科目　第0004号内訳表

交通誘導警備員B RA227 0

    人

ポールカメラ賃料 G0004

    日 科目　第0005号内訳表

＊＊成果品作成費（その他の設計業務）＊＊ Z0019

   １式

＊＊成果品作成費合計＊＊

＊＊直接経費（積上計上）＊＊

＊＊直接原価＊＊

05-******00004-40       佐野市

数量総括表（設計書）



頁0-0005

費目・工種・施工名称など 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

＊＊その他原価＊＊

   １式

＊＊業務原価＊＊

＊＊一般管理費等＊＊

   １式

＊＊業務価格＊＊

＊＊業務価格計＊＊

消費税・地方消費税額

   １式

＊＊業務費＊＊

05-******00004-40       佐野市

数量総括表（設計書）



頁0-0006

G0200 科目　第0001号内訳表

一般管理型 地上ポールカメラ 外業        1     日 当り

施  工  名  称  な  ど 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

技師（Ｂ） RA630 0

    人

技師（Ｃ） RA635 0

    人

技術員 RA640 0

    人

計

       1     日

05-******00004-40       佐野市

科 目 内 訳 表現地点検



頁0-0007

G0001 科目　第0002号内訳表

現地踏査        1     日 当り

施  工  名  称  な  ど 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

ガソリン TSX32 0

レギュラー　スタンド

       2.9     Ｌ

ライトバン運転１時間当り損料 T7070 0

１５００ｃｃ

   時間

ライトバン供用１日当り損料 T7071 0

１５００ｃｃ

    日

計

       1     日

05-******00004-40       佐野市

科 目 内 訳 表ライトバン運転　Ｌ＝16.8㎞×2（往復）



頁0-0008

G0002 科目　第0003号内訳表

関係機関        1     日 当り

施  工  名  称  な  ど 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

ガソリン TSX32 0

レギュラー　スタンド

       1.3     Ｌ

ライトバン運転１時間当り損料 T7070 0

１５００ｃｃ

   時間

ライトバン供用１日当り損料 T7071 0

１５００ｃｃ

    日

計

       1     日

05-******00004-40       佐野市

科 目 内 訳 表ライトバン運転　Ｌ＝7.6㎞×2（往復）



頁0-0009

G0003 科目　第0004号内訳表

作業高６ｍ積載質量２００㎏        1     日 当り

施  工  名  称  な  ど 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

運転手（一般） RA075 0

    人

橋梁点検車賃料 F0100 0

作業高約６ｍ　積載質量２００㎏

    日

軽油 TSX24 0

１.２号　パトロール給油

      24.0     Ｌ

計

       1     日

05-******00004-40       佐野市

科 目 内 訳 表橋梁点検車運転



頁0-0010

G0004 科目　第0005号内訳表

       1     日 当り

施  工  名  称  な  ど 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

カメラシステム F0200 0

ポールカメラ点検作業

    日

計

       1     日

05-******00004-40       佐野市

科 目 内 訳 表ポールカメラ賃料



業務委託 特記仕様書  

 

 

第１章 総則 

第１条 適用 

１ この特記仕様書は、佐野市農山村振興課（以下「発注者」という。）が実施する「森 

 林整備林道事業 林道橋定期点検業務（以下「本業務」という。）」に適用するものと 

する。 

２ 本業務の実施にあたっては、本特記仕様書によるもののほか、「林道規程」、「林道技 

術基準」、「林道施設長寿命化対策マニュアル」、「栃木県環境森林部業務委託共通仕様 

書」、「道路橋定期点検要領」及びこれらに関連する図書等（以下「関連図書」という。） 

によるものとする。 

 

第２条 業務の目的 

本業務は、効率的な長寿命化対策を実施するため、平成 30年度に実施した定期点検結果 

や林道台帳等の既存資料を基に、現地調査および調査結果の記録（２巡目の林道橋定期点 

検、耐震性の現況調査）を行うものとする。 

 

第３条 履行場所 

本業務の履行場所は、佐野市が管理する林道橋 39橋とし、その内訳は別表のとおりとす 

る。 

 

第４条 履行期間 

履行期間は、令和５年１２月８日までとする。 

 

第５条 業務主任技術者（業務責任者）および照査技術者 

業務主任技術者（業務責任者）および照査技術者は、下記に定める要件のうち、いずれ 

かを満たすものとする。なお、照査技術者は、業務主任技術者（業務責任者）を兼ねること 

は出来ない。 

（１）技術士（総合技術監理部門：建設-鋼構造及びコンクリート） 

（２）技術士（建設部門：鋼構造及びコンクリート） 

（３）ＲＣＣＭ（シビルコンサルティングマネージャー）（鋼構造及びコンクリート） 

 

第６条 点検技術者 

橋梁の定期点検を適正に行うために必要な知識および技能を有する者がこれを行うもの 

とし、以下の要件に該当する者を配置するよう努めるものとする。 

（１）道路橋に関する相応の資格または相当の実務経験を有する者 

（２）道路橋の設計、施工、管理に関する相当の専門知識を有する者 

（３）道路橋の点検に関する相当の技術と実務経験を有する者 



 

第７条 資料の貸与 

受注者に貸与する資料は、以下のとおりとする。 

（１）林道台帳 

（２）定期点検調査報告書（平成３０年度実施） 

（３）その他、監督員が必要と認めるもの 

 

第８条 安全管理 

受注者は、本業務の遂行にあたり安全管理を怠らず、労働災害の防止に努めなければな 

らない。 

 

第９条 緊急事項の報告義務 

点検中に事故等が発生した場合は、遅滞なく監督員に報告しなければならない。 

 

第１０条 沿道対応 

本業務中に沿道住民および道路利用者から苦情があった場合には、受注者の責において 

誠実、丁寧に対応するものとし、その結果を監督員へ速やかに報告するものとする。 

 

第２章 業務内容 

第１節 共通 

第１１条 業務計画書の作成 

契約締結後、速やかに本業務の実施体制を整えるとともに、関係資料の収集整理や業務 

内容および設計条件の確認を行い、次の事項を記載した業務計画書を監督員に提出しなけ 

ればならない。 

（１）業務概要 

（２）実施方針 

（３）調査等業務工程 

（４）業務組織計画 

（５）打合せ計画 

（６）成果品の内容、部数 

（７）使用する主な基準及び図書 

（８）使用機械の種類、名称及び性能 

（９）連絡体制（緊急時を含む） 

（10）その他、監督員が必要と認めたもの 

 

第１２条 現地踏査 

既存資料の収集・整理を行った後、業務実施計画立案の基礎資料とするために現地状況 

（対象施設の構造や形式、交通状況、地形状況、支障物件、施工ヤード等）の把握を行う。 

 

 



第１３条 関係機関協議資料の作成 

１ 本業務の実施に必要な関係機関との協議資料の収集及び作成を行う。 

２ 協議機関は、４機関（佐野警察署、佐野市消防本部、安足土木事務所、佐野市道路河 

川課）とする。 

 

第１４条 照査 

照査技術者は、次に示す事項を標準として照査を行うものとする。 

（１）基礎情報の収集・把握状況の適切性 

（２）点検計画（適用基準、点検項目、実施体制）の適切性 

（３）帳票記入、点検結果記録の適切性および整合性 

（４）業務成果品の適切性 

 

第１５条 報告書作成 

本業務の成果として、作成した資料や各種調査帳票等を簿冊に取りまとめる。 

 

第１６条 打合せ協議 

１ 打合せ協議は、次の区切りにおいて計 4回行うものとする。なお、新たに業務の追 

加がない限り、回数は設計変更の対象としない。 

（１）業務着手時 

（２）中間２回（１回目：実施計画作成時、２回目：点検結果帳票作成時） 

（３）業務完了時（成果品納入時） 

２ 業務着手時および業務完了時には、業務主任技術者（業務責任者）が立ち会うもの 

とする。 

３ 打合せ協議の記録および整理は受注者が行い、速やかに監督員に提出するものとす 

る。 

 

第１７条 成果品 

提出する成果品は次のとおりとする。 

名称 規格 部数 備考 

報告書 簿冊（A4サイズ） １部 電子データ（CD-R 等）2部

を格納すること。 

その他 監督職員の指示に

よる 

監督職員の指示に

よる 

 

 

第２節 定期点検 

第１８条 現地点検 

１ 近接目視により以下の内容について行うものとするが、現地状況等の制約で当初想 

定した近接方法が困難の場合には、監督員と協議のうえ、点検方法を変更することが 

できる。 

（１）現況写真の撮影 



（２）損傷調査 

（３）野帳記入 

（４）損傷写真の撮影 

２ 対象施設毎に必要な情報が得られるよう、部材に応じた適切な項目を選定して点検 

作業を実施しなければならない。また、必要に応じて触診や打音等の非破壊検査等を 

併用して行うものとする。 

 

第１９条 定期点検調査帳票の作成 

定期点検調査帳票は、「林道施設長寿命化対策マニュアル（林野庁整備課）」に基づき、 

以下のとおり作成する。 

（１）現況写真・損傷写真の整理 

（２）損傷程度の評価、対策区分の判定 

（３）健全性の評価（部材毎、施設毎） 

（４）定期点検調査帳票の記入（既存調査帳票の更新） 

 

第３節 耐震診断（耐震性の現況調査） 

第２０条 一般事項 

定期点検作業と同時に、耐震性の現況調査（机上調査、現地調査、調査結果整理）を行 

い、設計計算を伴わない手法での耐震性の評価および一覧表への整理を行う。 

 

第２１条 机上調査 

１ 既存資料（林道台帳、架設時の設計図書）から、必要な情報（竣工年次、構造形式、 

耐震補強履歴の有無）の収集を行う。 

２ 参考図書（林道必携-技術編、道路橋示方書・同解説）から、耐震設計基準の変遷を 

整理するとともに、現地調査方法の検討を行う。 

 

第２２条 現地調査 

現地状況（竣工歴、構造形式、桁かかり長、耐震補強対策の有無等）の確認、写真撮影及 

び計測を行う。なお、現地状況により計測等が困難な場合は、監督員と協議のうえ、作業 

方法を決定するものとする。 

 

第２３条 調査結果整理 

 調査結果の整理（施設毎の架設時における耐震設計基準の設定、橋脚の耐震補強の必要 

性、落橋防止システムの必要性（橋軸方向、橋軸直角方向、回転方向））を行い、最終的な 

耐震性の評価を行う。 

  （１）「架設時における耐震設計基準の設定」は机上調査および現地調査結果から建設 

年次を判定し、架設時の耐震設計基準を施設毎に決定する。 

（２）「橋脚の耐震補強の必要性」は、「耐震補強実施の有無」、「設定した架設時の耐 

震設計基準」、「最新の耐震設計基準」から判断する。 

（３）「落橋防止システムの必要性（橋軸方向）」は、「最新の耐震設計基準に基づく必 



要桁かかり長」から判断する。 

（４）「落橋防止システムの必要性（橋軸直角方向）」は、「最新の耐震設計基準に基づ 

く必要桁かかり長」から判断する。 

（５）「落橋防止システムの必要性（回転方向）」は、「最新の耐震設計基準に基づく回 

転条件を評価する角度と平面形状比の関係」から判断する。 

（６）「最終的な耐震性の評価」は、評価項目（橋脚の耐震補強の必要性、落橋防止シ 

ステムの必要性（橋軸方向、橋軸直角方向、回転方向））を考慮した評価基準（５ 

段階程度）を設定し、その結果を調査結果一覧表にとりまとめを行う。なお、評価 

基準の設定および調査結果一覧表の記載内容については、監督員と協議のうえ、 

決定するものとする。 

 

第３章 その他 

第２４条 疑義等 

受注者は、業務の実施に当たり疑義が生じた場合には、監督員と協議するものとする。 



様式（耐震性調査結果一覧表）

実測値 SEM 判定 (sin2θ)/2 b/L 判定 実施状況 耐震基準 必要性

cosθ' (道示S55以降) 必要性 理由 必要性 理由

1 近沢 川倉 11.5 1.0 4.7 直 鋼橋(H形鋼) S46

2 黒沢西 泥部 7.5 1.0 3.5 斜 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S50

3 黒沢西 長日向 6.0 1.0 3.5 直 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S51

4 黒沢西 木根坂 6.0 1.0 3.1 直 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S51(推定)

5 黒沢東 大蔵狩野 6.4 1.0 4.0 直 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RCT床版橋) S36

6 黒沢東 水ノ木 4.3 1.0 3.5 斜 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S52

7 黒沢東 悪沢 8.6 1.0 3.5 斜 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S60

8 細尾沢 無名 4.0 1.0 3.5 斜 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S51

9 作原沢入 遮断 13.0 1.0 7.8 直 鋼橋(H形鋼) H4

10 作原沢入 含満渕 22.6 1.0 6.2 直 鋼橋(鈑桁) H4

11 作原沢入 紅葉 12.0 1.0 6.8 直 鋼橋(H形鋼) H4

12 作原沢入 恵比寿 21.0 1.0 6.2 直 鋼橋(鈑桁) H5

13 作原沢入 七枚臼 20.0 1.0 6.2 直 鋼橋(鈑桁) H5

14 作原沢入 土倉 24.0 1.0 6.2 斜 鋼橋(鈑桁) H6

15 作原沢入 雨乞 27.0 1.0 6.2 直 鋼橋(鈑桁) H6

16 作原沢入 ばらら 23.0 1.0 6.8 直 鋼橋(鈑桁) H6

17 作原沢入 箱渕 66.6 4.0 6.2 斜 鋼橋(4径間連続非合成鈑桁) H7

18 作原沢入 宝出 28.0 1.0 6.2 直 鋼橋(鈑桁) H9

19 作原沢入 熊穴 26.0 1.0 7.2 斜 鋼橋(箱桁) H9

20 小戸 鍋越 12.4 1.0 4.3 直 鋼橋(H形鋼) S44

21 小戸 穴の手 6.0 1.0 4.0 直 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋（RC床版橋) S44

22 小戸 足倉 9.4 1.0 4.3 斜 鋼橋(H形鋼) S43

23 小戸 無名1 5.4 1.0 3.5 直 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S54(推定)

24 小戸 無名2 6.5 1.0 3.5 直 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S54(推定)

25 小戸 無名3 6.0 1.0 4.0 斜 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S55(推定)

26 小戸 無名4 5.0 1.0 4.0 斜 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S55(推定)

27 小戸 無名5 5.7 1.0 3.5 斜 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S55(推定)

28 小戸 無名6 6.3 1.0 4.5 斜 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S56(推定)

29 小戸 無名7 6.6 1.0 3.9 斜 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S59(推定)

30 小戸 無名8 8.5 1.0 4.5 斜 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S59(推定)

31 小戸 無名9 7.6 1.0 4.1 斜 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S60(推定)

32 小戸 無名10 6.5 1.0 4.1 直 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S60(推定)

33 松坂 無名 5.4 1.0 4.5 斜 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S61(推定)

34 西沢 西沢 32.5 1.0 4.8 直 鋼橋(鈑桁) H6

35 大釜 無名 4.0 1.0 4.4 直 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S39(推定)

36 長谷場閑馬 坊の越橋（１号橋） 9.4 1.0 4.8 直 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(PC床版橋) H1

37 長谷場閑馬 小又2号橋（2号橋） 4.3 1.0 4.5 直 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S52

38 長谷場閑馬 小又3号橋（3号橋） 5.4 1.0 4.8 直 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) H1

39 毛野坂 無名 6.0 1.0 4.0 直 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋(RC床版橋) S41(推定)

橋脚の耐震補強 落橋防止システム

診断結果（橋軸方向、橋軸直角方向） （回転方向）角度 橋りょう形式 架設年次
適用示方
書(設計時)

桁かかり長 回転の可能性
施設
番号

路線名 橋りょう名 橋長(m) 径間数 全幅員(m)



川倉橋

近沢線



泥部橋

木根坂橋

長日向橋

大蔵狩野橋

水ノ木橋

悪沢橋

黒沢西線

黒沢東線



細尾沢橋

細尾沢線



含満渕橋

恵比寿橋

土倉橋

宝出橋

七枚臼橋

作原沢入線①



箱渕橋

熊穴橋

ばらら橋

紅葉橋

遮断橋

雨乞橋

作原沢入線②



鍋越橋

穴ノ手橋

足倉橋
無名橋①

無名橋②～⑩

小戸線



無名橋

松坂線



西沢橋

西沢線



無名橋

大釜線



小又２号橋

坊の越橋

小又３号橋

長谷場閑馬線



無名橋

毛野坂線



数量表（R5林道橋定期点検業務委託）

全幅員 交　通

（地覆外縁 定期点検 足下条件 係数 点検日数 点検面積 作成日数 誘　導 備考

間距離） A1 区分 区分 K1 区分 D 警備員

1 1 近 沢 川 倉 橋 11.5 4.0 0.35 2 4.70 54.05 鋼橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

2 黒 沢 西 泥 部 橋 7.5 3.0 0.25 2 3.50 26.25 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

3 黒 沢 西 長 日 向 橋 6.0 3.0 0.25 2 3.50 21.00 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

4 黒 沢 西 木 根 坂 橋 6.0 3.0 0.10 1 3.10 18.60 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

5 黒 沢 東 大蔵狩野橋 6.4 3.6 0.20 2 4.00 25.60 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

6 黒 沢 東 水 ノ 木 橋 4.3 3.0 0.25 2 3.50 15.05 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

7 黒 沢 東 悪 沢 橋 8.6 3.0 0.25 2 3.50 30.10 コンクリート橋 一般管理型 地上(ﾎﾟｰﾙｶﾒﾗ) 0.9 300ｍ2以下 － ポールカメラ

4 8 細 尾 沢 無 名 橋 4.0 3.0 0.25 2 3.50 14.00 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

9 作 原 沢 入 含 満 渕 橋 22.6 5.0 0.60 2 6.20 140.12 鋼橋 予防保全型 点検車 1.2 300ｍ2以下 ○

10 作 原 沢 入 恵 比 寿 橋 21.0 5.0 0.60 2 6.20 130.20 鋼橋 予防保全型 点検車 1.2 300ｍ2以下 －

11 作 原 沢 入 土 倉 橋 24.0 5.0 0.60 2 6.20 148.80 鋼橋 予防保全型 点検車 1.2 300ｍ2以下 －

12 作 原 沢 入 宝 出 橋 28.0 5.0 0.60 2 6.20 173.60 鋼橋 予防保全型 点検車 1.2 300ｍ2以下 －

13 作 原 沢 入 七 枚 臼 橋 20.0 5.0 0.60 2 6.20 124.00 鋼橋 予防保全型 点検車 1.2 300ｍ2以下 －

14 作 原 沢 入 箱 渕 橋 66.6 5.0 0.60 2 6.20 412.92 鋼橋 予防保全型 点検車 1.2 300ｍ2超 －

15 作 原 沢 入 雨 乞 橋 27.0 5.0 0.60 2 6.20 167.40 鋼橋 予防保全型 点検車 1.2 300ｍ2以下 －

16 作 原 沢 入 遮 断 橋 13.0 6.6 0.60 2 7.80 101.40 鋼橋 一般管理型 点検車 1.2 300ｍ2以下 －

17 作 原 沢 入 紅 葉 橋 12.0 5.6 0.60 2 6.80 81.60 鋼橋 一般管理型 点検車 1.2 300ｍ2以下 －

18 作 原 沢 入 ば ら ら 橋 23.0 5.6 0.60 2 6.80 156.40 鋼橋 予防保全型 点検車 1.2 300ｍ2以下 －

19 作 原 沢 入 熊 穴 橋 26.0 6.0 0.60 2 7.20 187.20 鋼橋 予防保全型 点検車 1.2 300ｍ2以下 －

20 小 戸 鍋 越 橋 12.4 3.6 0.35 2 4.30 53.32 鋼橋 一般管理型 点検車 1.2 300ｍ2以下 －

21 小 戸 穴 の 手 橋 6.0 3.6 0.20 2 4.00 24.00 コンクリート橋 一般管理型 地上(ﾎﾟｰﾙｶﾒﾗ) 0.9 300ｍ2以下 － ポールカメラ

22 小 戸 足 倉 橋 9.4 3.6 0.35 2 4.30 40.42 鋼橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

23 小 戸 無 名 橋 1 5.4 3.0 0.25 2 3.50 18.90 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

24 小 戸 無 名 橋 2 6.5 3.0 0.25 2 3.50 22.75 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

25 小 戸 無 名 橋 3 6.0 3.5 0.25 2 4.00 24.00 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

26 小 戸 無 名 橋 4 5.0 3.5 0.25 2 4.00 20.00 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

27 小 戸 無 名 橋 5 5.7 3.0 0.25 2 3.50 19.95 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

28 小 戸 無 名 橋 6 6.3 4.0 0.25 2 4.50 28.35 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

29 小 戸 無 名 橋 7 6.6 3.4 0.25 2 3.90 25.74 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

30 小 戸 無 名 橋 8 8.5 4.0 0.25 2 4.50 38.25 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

31 小 戸 無 名 橋 9 7.6 3.6 0.25 2 4.10 31.16 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

32 小 戸 無 名 橋 10 6.5 3.6 0.25 2 4.10 26.65 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

7 33 松 坂 無 名 橋 ① 5.4 4.0 0.25 2 4.50 24.30 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

8 34 西 沢 西 沢 橋 32.5 4.0 0.40 2 4.80 156.00 鋼橋 予防保全型 点検車 1.2 300ｍ2以下 － 通行止め

9 35 大 釜 無 名 橋 4.0 4.0 0.20 2 4.40 17.60 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

36 長谷場閑馬 坊の越橋（１号橋） 9.4 4.0 0.40 2 4.80 45.12 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

37 長谷場閑馬 小又２号橋（２号橋） 4.3 4.0 0.25 2 4.50 19.35 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

38 長谷場閑馬 小又３号橋（３号橋） 5.4 4.0 0.40 2 4.80 25.92 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

11 39 毛 野 坂 無 名 橋 6.0 3.6 0.20 2 4.00 24.00 コンクリート橋 一般管理型 梯子 0.9 300ｍ2以下 －

計 39 橋 496.4 2,714.0711 路線

2

3

5 以下通行止め

6

10

地覆
定期点検面積

コンクリート・鋼材 （２）現地点検 （３）定期点検調査帳票の作成
路
線
数

橋
梁
数

路線名 名称 橋梁延長 幅員


